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朴 明子，外松 学（同 血液腫瘍科）
飯塚もと子 （同 在宅療養支援）
今回,血管肉腫でターミナルステージにある子どもと
家族に対するケアを行う機会を得た.私たちは,子ども
と家族が「在宅ターミナルケア」を選ぶことを支え実践
できるように,診療所・調剤薬局とともに取り組んだ.こ
のケースを振り返り,子どもと家族に生じうる様々な苦
痛が最小限となり,QOLが向上し,“在宅”でできるだけ
“ふつう”に生活できるよう支援するには,病棟看護師と
してどのような役割があり, 重要であるか検討した. 結
果,病棟看護師は①最も近い存在として,子どもと家族
に生じうる問題を予測しタイムリーに働きかけること,
②サポートチームを編成し,必要なケアが継続して受け
られることを保障し,子どもと家族が安心できるよう
コーディネートすることが重要である.
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